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はじめに
マラルメが 1860 年代前半に制作したさまざまな詩篇は、よく知られている
ように、語彙やイマージュの面で、相互に内的な連関を持っている。これらの
初期詩篇のほとんどは、ほぼ共通して、倦厭の色彩をとりわけ強く帯びている
ように見える。事実、そこでは倦厭を直接的に指し示す形容詞の las が繰り返
し用いられている。1866 年の「現代高踏詩集」に収録された詩篇からいくつ
か拾い上げても、
Las du triste hôpital et de l’encens fétide (Les Fenêtres)
Puis je tombe, énervé de parfums d’arbres, las, (Vere novo…)
Cher Ennui, pour boucher d’une main jamais lasse (L’Azur)
Pour le poëte las que la vie étiole. (Les Fleurs)
といった具合に、彼の初期詩篇には las が散りばめられ、これらの詩篇は倦厭
によってはっきりと特徴づけられていた。この時期に書かれた「苦い休息に倦
み果て」も、色濃く倦厭に染められた彼の初期詩篇の一つである。「現代高踏
詩集」のヴェルシオンから冒頭の 10 行を見てみよう。この詩集では「エピロ
ーグ」と題されていた。
ÉPILOGUE
Las de l’amer repos où ma paresse offense
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──マラルメの「苦い休息に倦み果て」の前半部について──
野口　　修
Une gloire pour qui jadis j’ai fui l’enfance
Adorable des bois de roses sous l’azur
Naturel ! et plus las sept fois du pacte dur
De creuser par veillée une fosse nouvelle
Dans le terrain avare et froid de ma cervelle,
Fossoyeur sans pitié pour la stérilité,
— Que dire à cette Aurore, ô Rêves, visité
Par les roses, quand, peur de ses roses livides,
Le vaste cimetière unira les trous vides ? —
エピローグ
かつて私は、ある栄光のために、自然そのものの青空の下での、
薔薇の生い茂る愛すべき幼年時代から、逃れ去ったのだった！
我が怠惰は、苦い休息の中で、この栄光を侮辱しているのだが、私は倦み果てた、
それに、不毛さに哀れみを覚えることのない墓掘り人となって、
我が脳髄の、何でも呑み込もうとする冷たい土壌に、
夜な夜な新たな墓穴を一つ掘るという、
つらい契約には、さらに七倍も倦み果てた、
──薔薇の訪れを受けた私が、この〈曙光〉に、おお、諸々の〈夢〉よ、
何を言うというのだ、広大な墓地が、蒼白の薔薇に恐怖を覚え、
何も入っていない墓穴の数々を平らに均そうとしている時に、──（1）
見られる通り、この詩篇の冒頭では las が二度も用いられ、10 行の詩句の全
体にわたって、倦厭が執拗なまでに歌い上げられている。ここでは倦厭はもは
や単なる背景ではない。倦厭それ自体が問題になっている。倦厭に彩られた初
期詩篇はいくつもあるが、マラルメが彼自身の心に根を下ろしていた倦厭につ
いて、ここまで踏み込んで表白した詩篇はほかにない。本稿で私たちは、初期
詩篇を書いていた 1860 年代前半の彼を捉えていた倦厭とはどのようなもので
あるのか、この 10行の詩句の注釈を通して考えていきたい。
ところで、この詩篇にはいくつかのヴェルシオンがある。私たちはその中で
も特に 1866 年の「現代高踏詩集」に収録されたヴェルシオンを取り上げるの
だが、それは以下のような事情による。この詩篇の成立の経緯について簡単に
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見てみよう。この詩篇の正確な制作時期は分かっていないが、1864 年 2 月 13
日付の書簡で、「ある娼婦に」（À une putain）（後の「苦悩」（Angoisse））と一
緒に友人のアンリ・カザリスに送られているので、それ以前に制作されたのは
確かである（2）。最初期の手稿の一つに「倦厭」（Lassitude）と題されたものが
ある。この詩篇は「1864 年の手帖」に収録され、そこで初めて「エピローグ」
と題された。そして 1866 年になると、この詩篇はかなりの修正を施された上
で、「現代高踏詩集」に、同じ「エピローグ」の題で公表されることになる。
この詩篇が「エピローグ」と題されていたのはこの「現代高踏詩集」までで、
それ以降、ほぼ同じヴェルシオンがいくつか存在しているが、全て無題になっ
ている。ここで注目しなければならないのは、1864 年と 1866 年に編まれた二
つの詩選集の中で、彼が自分の詩篇をいくつか選んで配列するにあたり、詩篇
群の最後にエピローグとしてこの詩篇を置いた、ということである。これら二
つの詩選集を繙いてみよう。順番に読んでいくと、まず倦厭に彩られた詩篇が
いくつか続いていく。それによって、詩選集の内部では倦厭が徐々に沈殿して
いくことになる。さらに読み進んでいくと、最後に「エピローグ」と題された
この詩篇が現れる。すると、この詩篇は、ここまで続いてきた倦厭の濃密化の
極限として、改めて倦厭を大々的に捉え直し、それに終止符を打つものとして
読まれることになる。彼は二つの詩選集をそのような体裁にしたのである。し
たがって、私たちが取り上げる 1866 年の「現代高踏詩集」のヴェルシオンで
は、彼は明らかにこの詩篇に対して、彼自身の倦厭時代の締め括りという役割
を与えていたのだ（3）。彼の初期詩篇に見られる倦厭について考えるために私た
ちがこのヴェルシオンを引いた理由はそこにある。この詩篇についてはこれま
でに多くの注釈が提出されてきたが、管見の限り、それらのほとんどは死後出
版のドゥマン版『詩集』収録の決定稿に基づくものである。「エピローグ」と
いう題の意義に触れた注釈もいくつかあるが、1860 年代前半の倦厭時代の締
め括りという役割がこの詩篇に与えられていたという点に留意した上で、1866
年のヴェルシオンを扱った注釈は見当たらない。そこで、私たちとしては、二
つの詩選集での「エピローグ」というタイトルに見られるように、彼が自らの
詩的形成に一つの区切りをつける記念碑としてこの詩篇を位置づけていたとい
う立場に立ち、1860 年代前半の彼の詩的営為に視点を置きながら、冒頭の 10
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行の詩句を読むことにしよう。
注釈に取り掛かる前に一言断っておかなければならない。この詩篇はそもそ
も全部で 28 行のアレクサンドランで構成されているので、注釈の対象を冒頭
の 10 行に限定したのでは、適切さを欠くように思われるかもしれない。その
上、実際にはこの箇所は一つの文の一部にすぎない。第 1 行から続く文が完
結するのは第 20 行の末尾であり、このように主文の主語さえ出てこないうち
に途中で切り上げるのでは、どうしても奇異に見えてしまうだろう。そこで、
そのことについてまず説明しておきたい。私たちが注釈の対象を冒頭の 10 行
にとどめるのは、詩人の心を圧していた倦厭の問題がこの前半部に集中してい
るからである。実際、前半部は Las de… et plus las… de… という二つの lasを
中心に構築されていて、その全体が倦厭を描き出すことに充てられていると言
ってよい。そして、第 10 行までの前半部で倦厭の内実について詳しく語られ
ると、この詩篇は、第 11 行から後半部に入っていく。後半部ではもはや倦厭
は問題になっていない。そこでは、新たな詩のあり方をめぐる詩人の考えを中
心に最終行まで詩句が展開していく。マラルメ自身も親しんだ当時の 18 世紀
趣味を踏まえてのことだと思われるが、そこでは、「澄み切って鋭敏な心を持
つ支那人を模倣」（第 15 行）するような詩作が夢想されている。この詩篇は、
以上のように、前半部では倦厭が歌われ、それを受けて後半部では、倦厭を逃
れるべく新たな詩の地平を探究する、という構成になっている。そのため、こ
の詩篇における倦厭について考えるには、詩篇全体を取り上げるよりも、あえ
て前半部だけを注釈の対象とした方が、より明快で有益な読解につながるよう
に思われる。やや奇妙な取り上げ方になるが、諒とされたい。
1. 楽園からの転落
まず第 4 行の Naturel までを見ていこう。冒頭に置かれた las は、詩人が倦
厭に染め上げられていることを強く訴えかけている。この第一の倦厭はいつか
ら彼の心の中に形成されていったのだろうか。私たちは、マラルメが「エピロ
ーグ」と題されたこの詩篇を通して、倦厭に満ちたそれまでの初期詩篇時代を
振り返り、それに終わりを告げている、という立場に立っている。そのような
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立場から見ると、これらの詩句を彼が歩んできた個人史の凝縮として読むこと
ができるように思われる。私たちはこれらの詩句を、彼の幼年期とそれに続く
青年期を描いたものとして読むことにしよう。幼年期の彼は、どこまでも澄み
渡った美しい青空に見守られ、豊かに咲き乱れた薔薇に囲まれながら、満ち足
りた生活を送っていた。ところが、幼年期の終わりに差し掛かると、彼は何ら
かの栄光に魅了される。幼い野心が彼の心に芽生える。そして、その栄光を手
に入れるために、彼は幸せな幼年期を捨て去り、青年期に入っていく。どうに
かして栄光を手中に収めようとしてみたものの、青年期に入った途端に、彼は
得体の知れない怠惰に蝕まれてしまう。幼年期に夢見ていた栄光も彼の心に巣
食った怠惰が侮辱している。こうして、彼は怠惰を呪いながら倦厭に囚われて
しまう。冒頭の数行の詩句は、幼年期から青年期へ移っていった彼の心の中に、
倦厭が根を張っていく様子を歌っていると考えられる。
ところで、ポール・ベニシューは、第 3 行に登場する青空について、形容
詞の Naturel に注目しながら、興味深い解釈を提案している。マラルメのさま
ざまな初期詩篇に現れる青空は、多くの注釈家たちが指摘しているように、し
ばしばアレゴリー化され、詩人にはどうしても手の届かない理想、しかも、そ
こに到達しようともがき苦しんでは挫折を繰り返す詩人を嘲り笑う残酷な理
想、そういった特別な意味が付与されている。それは、理想を目指す戦いに敗
れ、詩人が失墜した後に登場する青空である。このアレゴリー化された青空は、
もはや単純な自然の一部とは言い難い。それに対して、この詩篇の青空は、送
り語によって際立たされた形容詞の Naturel を伴っているので、自然そのもの
であることが強調されている。これはアレゴリー化以前の青空であり、言い換
えれば、詩人が理想を求める苦闘に失敗して失墜する前には、自然の青空が存
在していたことを示している。以上のことから、詩篇に神は存在しないにせよ、
楽園とそこからの転落という宗教的な説話の枠組みに、これらの詩句が収斂す
ることになる、というのがベニシューの考えである（4）。ベニシューのこの考え
は説得力があるので、私たちとしても支持したい。ベニシューは、詩人の個人
史という視点からこの詩篇を注釈しているわけではないのだが、詩人の幼年期
から青年期への移行を、楽園からの転落として読み替えることができるように
思われる。そのように考えると、詩篇に示された第一の倦厭を楽園からの転落
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の結果とみなすことができるだろう。
では、詩人はなぜ楽園から転落し、心を倦厭に浸食されてしまったのだろう
か。この詩篇において詩人に幼年期からの離脱を促したのは栄光である。この
栄光とはどのようなものなのだろうか。栄光を字義通りに取れば、詩人として
成功を収めることを指していると考えられる。幼年期の彼は栄光についてそれ
以上のことは何も知らなかった。彼は青年期に入ると栄光を目指すのだが、ど
ういうわけか直ちに手の施しようのない怠惰が彼の心に根を張り、彼は詩作を
続けられなくなってしまう。彼は栄光を獲得するために幼年期を脱したのであ
ろうが、しかし、栄光を求めたことで、思いもかけない事態になった。それは
彼を楽園から追放し、身動きの取れない倦厭に陥れるものだった。幼年期には
憧れの対象だった栄光も、やがて甘美な罠であることが、彼には分かってきた
のだ。
栄光のそのような側面はともかく、それは幼年期の彼にとって、一人の詩人
として独立すること、そして多くの優れた詩人たちの仲間入りをすることであ
ったのは間違いない。そのため、彼の幼年期から青年期への移行を促したもの
は、詩への目覚めと考えて差し支えないだろう。しかし、なぜ栄光は彼を倦厭
の世界に突き落としたのだろうか。なぜそれは罠になっていたのだろうか。実
のところ、冒頭の las からその問いへの答えを抽出することは難しいように思
われる。というのも、青年期を迎えて間もない彼には、そもそも自分がなぜ倦
厭に囚われてしまったのか、その理由が分からないのだ。実際、マラルメは、
本格的に詩作を始めた頃、直ちに書けない苦しみに直面したのだが、なぜ書け
ないのか分からず、その原因をさまざまなところに探っているのである。1862
年 6 月 4 日付の書簡で、カザリスに「立チ返ル春ニ」（Vere novo…）（後の
「陽春」（Renouveau））を送る際には、彼はその原因を季節の変わり目に求めよ
うとしている。
春が僕の中に定着させた奇妙な不毛性については、たぶんエマニュエル［・デ・
ゼッサール］が君に話したと思う。3 ヶ月も続いた無力の後で、僕はやっと解放さ
れた。そして、僕の最初のソネはそれを描くことに、つまりそれを呪うことに捧げ
られるのだ（5）。
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この自注の通りに、「立チ返ル春ニ」の冒頭のカトランでは、春の生暖かい
気候と彼の書けない苦しみとが有機的に結びつけられている。
Le printemps maladif a chassé tristement
L’hiver, saison de l’art serein, l’hiver lucide :
Dans mon être où, dès l’aube, un sang plombé préside
L’impuissance s’étire en un long bâillement.
病的な春が悲しくも追い払ってしまった、
冬、穏やかな芸術の季節、明晰な冬を。
夜明けから鉛のような血の支配する我が存在の中では、
無力が長々としたあくびをしながら伸びをしている（6）。
もちろん彼を無力にした原因は気候の変化ではない。問題はそれほど単純で
はない。彼の無力は一時的なものではなく、それ以降も長く続いていく。やが
てそれは 1860年代後半に彼が経験する危機の土台となるだろう。
幼年期から青年期に移ったばかりの彼には、倦厭の原因が分からなかった。
季節の変わり目のせいにしてみたり、彼は倦厭の原因を求めてあれこれ迷走を
繰り返していた。最初の lasに導かれた詩句からは、幼年期から青年期に移り、
正体不明の倦厭の泥沼にはまり込んでしまった彼が、困惑し、狼狽する様子が
見出される。
2. 詩人の誤算
次に、第二の倦厭について語っている第 4 行の et plus las から第 7 行までを
読んでいこう。幼年期から青年期への移行を受けて、これらの詩句では、青年
期の真っただ中にありながら、思ったように詩作ができずにいる詩人の倦厭が
示されている。もちろん私たちはここでも、マラルメがこの詩篇によって、倦
厭に染まった初期詩篇時代の自分自身を見つめ直しているという立場から注釈
を続けていく。そのため、これらの詩句を理解するために、彼の青年期におけ
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る詩人としての歩みを、ここで簡単に振り返っておくことにしたい。詩篇から
しばらく離れて、青年期の彼の足跡を追ってみよう。彼が青年期に入ったのは、
言い換えれば、彼が詩に目覚めたのはいつのことだろうか。もちろん、こうし
た問いに正確な答えなど求めようもないが、少なくとも彼の詩への強い関心は
リセ在学中にはすでに確立していた。彼がリセの生徒だった頃に編纂した『四
方を壁に囲まれて』（Entre quatre murs）と『落穂集』（Glanes）がその証拠で
ある。
『四方を壁に囲まれて』は、彼がリセの寄宿舎生活の中で書き溜めていた
数々の詩篇を、一冊のノートに浄書して作った、1300 行ほどの個人的な詩集
である。巻末の目次によれば、この詩集は全部で 56 篇で構成されるはずだっ
たが、実際に詩篇全体が書かれているのは 42 篇で、題しか記されていない詩
篇や一部だけ書かれている詩篇などもある。詩篇に付された日付を信じるなら、
この詩集は 1859 年 1 月から 1860 年 6 月にかけて制作された。詩集の題はリ
セの鬱屈した寄宿舎生活への不満を表しているように見えるが、友人から送ら
れた詩篇への返歌もあり、彼は数人の友人たちと詩について語り合ってもいた
ようだ。この詩集を何よりも特徴づけているのは、ユゴー、ミュッセ、ラマル
ティーヌといったロマン派の詩人たちの強烈な影響である。とりわけ、ユゴー
の影響は誰の目にも明らかで、実際、この詩集の中には、「一冊の『静観詩集』
に書き込まれた詩句」（Vers écrits  sur un exemplaire des Contemplations）と題さ
れた詩篇まである。この詩集からは、寄宿舎で暮らしながら膨大な量のロマン
派の詩篇を読み耽っていた 17歳の少年の姿が浮かび上がってくる。
もう一つの『落穂集』は、彼の創作ではなく、彼が当時所有していなかった
中世から同時代までのさまざまな詩人たちの作品の中から、あれこれ詩篇を選
んで三冊のノートに筆写して作成したアンソロジーである。注目すべきことに、
ここには彼が試みたエドガー・ポーの仏訳やボードレールの『悪の華』初版の
詩篇なども収められていた。選ばれた詩人は約 50 名で、筆写された詩句は全
部で実に 8000 行あまりにも上る。彼がこれらの詩句を筆写したのはリセ在学
中のことだが、それが正確にいつなのかは分からない。これほどの分量である
から、相当時間がかかったものと思われる。しかも、詩篇を選ぶ際には、彼は
当然ながら詩集全体を丹念に読み込んで、それぞれの詩篇が筆写に値するかど
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うか判断したはずだから、実際に読んだ詩篇は筆写されたものとは比較になら
ないほど多大な分量になっただろう。
これら二つのアンソロジーを検討する限り、リセ在学中の彼は、早熟な天才
詩人として詩を書いていたのではなく、無数の詩人がすでに公表した詩篇をひ
たすら貪欲に吸収することに専念していたように思われる。そして、『四方を
壁に囲まれて』に収められた、ユゴーを筆頭とするロマン派の作品の模倣めい
た詩篇の数々は、この吸収が見事に成功していたことの証しとみなすことがで
きる。彼はリセを卒業した 1860 年の末から登記所で働き始め、やがて紆余曲
折を経て英語教師になる。彼が本格的な詩人活動を開始するのは、リセ卒業の
翌年、つまり 1861 年の後半からなのだが、リセ時代と状況は何も変わってい
ない。彼はやはり他の詩人の作品を吸収し続けることを止めない。同年の 2
月 9 日に出版された『悪の華』第二版を入手したこともあって、彼はこの作
品を徹底的に読み込んでいく。そして、それを模倣した詩篇を書き始めること
で、彼はこの詩集の吸収を完全なものにする。
彼の心を縛りつけていた倦厭は、こうした過剰とも言えるほどの読書経験に
由来しているのではないだろうか。詩に目覚めて青年になった彼は、ロマン派
の詩人たちやボードレール、ポーなどの詩に魅了され、彼らの作品を次々に読
み込み、消化していった。二つのアンソロジーの制作に見られるように、偏愛
する詩人たちの作品世界に入り浸ることは、青年期の彼にとって、この上なく
重要なことだったはずである。それは彼の生活の一部になっていたと言っても
よい。そうであれば、その結果として、彼の頭の中が数え切れないほどの他者
の詩句で埋め尽くされ、もはや彼自身の詩句と呼べるようなものは出てこない
ような状態に陥ったと考えても、決して考えすぎではないだろう。彼の書くも
のが、他者の模倣としか言いようのない詩句ばかりであっても、それは不思議
なことではない。
青年期の彼の書けない苦しみをこのように捉える視点は、すでに一部の注釈
家たちによって提示されてきた。バーバラ・ジョンソンは、マラルメの「青空」
（L’Azur）の
Je suis hanté. L’Azur ! L’Azur ! L’Azur ! L’Azur !
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という、人口に膾炙した末尾の詩句を
I am haunted: cliché ! cliché ! cliché ! cliché !(7)
という詩句として読み直すように提案している。また、ジャン＝ポール・サル
トルは、初期詩篇の大部分を書き上げた頃の詩人について、こう描写してい
る。
彼はさらに書こうという意欲に燃えている。しかし、何について書くのだ。時折、
彼は未知の歌に耳を澄ませる。それはまさに生れ出ようとしている詩句だ。彼には
それがまだはっきりとは聞き取れない。これだ、彼は急いでそれを書き記す。する
と、それはバンヴィルかゴーティエを思い出しただけなのだ。またしても彼は〈未
来〉の蜃気楼に騙されたのだ。彼が未来に輝いているのを見たと信じた詩句、それ
は、〈他者たち〉の過去からゆっくりと立ち昇ってきたのだった。彼は自分の数々
の詩篇を読み直すと、それらを投げ出し、落胆する。何も彼に属していないのだ（8）。
ジョンソンにせよサルトルにせよ、「苦い休息に倦み果て」の注釈としてこ
のように述べているわけではないのだが、この詩篇の理解にとって、この視点
はとりわけ有効であると思われる。もっとも、私の見解はサルトルのものと必
ずしも一致しないのだが、それについては後に論じることにしたい。詩篇の注
釈に戻ろう。この詩篇の第 6 行に出てくる「我が脳髄の、何でも呑み込もう
とする冷たい土壌」とは、先行する数多くの詩人たちの作品を猛烈な勢いで吸
収し続け、その模倣しか生み出せなくなった彼の頭脳を指していると思われる。
彼の頭脳は、独自の詩的創造という面では機能せず、もはや死んでいるも同然
である。彼の頭脳はそれまでに吸収し続けた他者の詩によって圧殺されてしま
ったのだ。「海の微風」（Brise marine）の冒頭に置かれた有名な詩句は、その
ことをよく表している。
La chair est triste, hélas ! et j’ai lu tous les livres.
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肉体は悲しい、ああ！　私は全ての書物を読んでしまった（9）。
「海の微風」は、「現代高踏詩集」に掲載された彼の詩篇群の中では「エピロ
ーグ」よりも前に配列されている。そのため、この詩集において、上の詩句に
よって多量の読書がなぜ身体の問題に結びつくのかという謎が残され、その答
えが「エピローグ」で示される、という構成が実現していることになる。
「苦い休息に倦み果て」においては、書けないこと自体は倦厭の直接の対象
にはなっていない。詩人の心に倦厭を生み出しているのは、書けないにもかか
わらず、書かなければならない、書かずにはいられないことである。第 4 行、
第 5 行では、詩作は一種の契約になっている。この契約について、ベニシュ
ーは、契約である以上は契約をした相手がいるはずであり、マラルメの信仰を
反映しているわけではないものの、この語からは古くからの伝承に見られる悪
魔との契約がどうしても想起されると述べている（10）。私たちとしては、詩人
にとって詩作とは自分自身との契約であるが、それは悪魔と結んだ契約のよう
な厳しいものだったと考えることにしたい。
幼年期の彼は青年期を迎えたら栄光を求めて詩篇の制作に打ち込むつもりだ
った。しかし、実際に青年期になると、他者の詩篇を読み過ぎたために、彼の
頭脳は機能不全に陥ってしまった。もはや彼の頭脳は新しい詩句を生み出すこ
とができない。彼の頭脳に浮かんでくるのは他者の詩句だけであり、彼のペン
はかつて他者の詩句を筆写した時の運動を反復することしかできない。しかし、
彼は詩人であり、詩作を放棄することは許されない。頭脳が限界に達しても、
彼の詩作は続いていく。すると、どうなるか。詩作は彼にとって頭脳の中に彼
自身の墓穴を掘る行為になってしまう。彼は否応もなく墓掘り人となるのであ
る。彼の頭脳は不毛になっているが、それでも彼は詩作を止められない。自分
の頭脳がどれほど不毛になろうとも、彼はそれに憐憫すら感じない墓掘り人と
なって、墓穴を掘り続けるのである。
3. 新しい言語を求めて
最後に引用符で囲まれた 3 行の詩句を見てみよう。青年期の彼にとって、
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夜は詩作の時間である。夜には昼とは異なる時間が流れ、世界が暗闇に包まれ
ると、彼は教師とか父親とかといった昼間の仮面から解放されて、詩人として
の本領を取り戻す。むろんそれがずっと続くはずもない。あくまでも一時的な
ので、夜のうちに詩篇を完成させなければならない。ここで示されているのは、
詩作に失敗したまま夜明けを迎えざるを得なかった詩人の絶望である。
これら 3 行の詩句は、文法的にやや分かりにくい箇所があるので、まずベ
ニシューの説明に沿って確認しておこう。第 8 行から第 9 行の visité / Par les
rosesは、Que dire ? (= Que dirai-je ?) の中に含まれる jeにかかる（11）。第 9行の
peur de は de peur de のことで、このように de が略されるのは一般的ではない
が、かつて de crainte deを crainte deとしていたのと同じようなことだという（12）。
これらの詩句については、これまでに実に多くの注釈が試みられてきたのだ
が、ここでは一部だけ紹介しよう。チャールズ・チャドウィックは、これらの
詩句について、最後の審判を迎えた詩人を描いたものとして解釈しようとして
いる。曙光の到来をキリストの再臨とみなす考えである。第 9 行には薔薇と
いう語が 2 度出てくるが、チャドウィックによれば、それらは別々のもので、
前者は最後の審判に際して現れた永遠の生命を持つ神の薔薇で、後者は以前か
ら墓地に植えられていた死の薔薇である。キリストが神の薔薇とともに再臨す
ると、墓地の薔薇は恐れおののいて退場し、墓に眠っていた死者たちは、生前
の行いについて弁明するために呼び出される。こうして、墓地は何も納められ
ていない空っぽの墓の集合体となる（13）。
これに対してベルトラン・マルシャルは、チャドウィックの注釈を批判し、
これらの詩句と最後の審判との関係を否定している。マルシャルによれば、第
10 行の空っぽの穴は最後の審判の時に死者たちが出ていった墓ではなく、墓
掘り人となった詩人が夜が来るたびに自分の脳髄の中に掘っていた彼自身の墓
穴である。彼の脳髄はそうするうちに一個の広大な墓地になってしまう。曙光
は「詩の賜物」（Don du poème）に出てくるそれと同じものである（14）。ただし、
この問題を扱うには「詩の賜物」について詳しく見ていかなければならないの
で、本稿では扱わない。マルシャルはこれら 3 行の詩句を第 4 行から第 7 行
までの詩句と直接的に関連させながら解釈し、詩人が毎晩自らの脳髄の中に自
分自身の墓穴を掘って、ついに脳髄を墓地にしてしまうことに、詩人の自殺
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を見ている（15）。
一方、ベニシューは、これらの詩句に、詩篇を作れないまま夜明けを迎えた
詩人が、アレゴリー化された曙光に対して、弁解の余地すらなく恥じ入ってい
る様子を見出している。詩人は本来、曙光に対して、夜を徹して行った詩作に
ついて説明しなければならなかった。第 8 行で頓呼法によって夢に呼びかけ
ているように、彼は夜の間に美しい夢の数々を見つけられはしたものの、それ
らを詩句にすることはできなかった。ベニシューは第 9 行に 2 度出てくる薔
薇を同一のものとし、それらは本物の薔薇ではなく、詩人が曙光の最初の輝き
を薔薇に変えたものだと考えている。夜が明けようとするが、墓地にはその曙
光が不気味に青白いものにしか見えない。墓地は曙光に怯え、何も入っていな
い無数の墓穴をそのまま放置して曙光の怒りを買うのを避けようと、急いで地
面を平らに均して隠そうとするのだった（16）。
いずれも面白い解釈だと思うが、チャドウィック、マルシャル、そしてベニ
シューの注釈は、1860 年代前半のマラルメが他者の詩篇を読み込み過ぎてい
たために、もはや独自の詩句を生み出せなくなっていたという視点を欠いてい
る。そこで私たちは、さきほど紹介したサルトルの主張に部分的に反駁しなが
ら、これらの詩句について注釈を試みたいと思う。前述の通り、サルトルはマ
ラルメの初期詩篇に他者の詩句が流入していることを指摘していたが、サルト
ルは正確にはその理由を次のように書いていた。やや長くなるが引用してみよ
う。
真実は、あらかじめ彼は自分の禁止を全て
．．
に投げかけていたので、彼には言うべ
きことが何もない
．．．．
、ということなのだ。人は彼が何を歌うことを望むというのか。
彼が恐れ、軽蔑し、そもそも感じてもいない愛だろうか。肉体的な快楽、〈犯罪〉、
民衆の巨大な運動、あるいは家庭生活だろうか。これら全ては彼にとっていかなる
重要性もない。彼の書簡集は政治に関する逸話や考察がこの上なく欠けている。で
は〈神〉か。もはや彼はそんなものはほとんど信じていない。同じ時期に、高踏派
はこの袋小路から抜け出そうと試み、古い年代記を剽窃していた。しかし、若い教
師はそのような粗雑な手法を使いはしない。というのも、〈歴史〉は、〈自然〉や魂
の情念と同じように、偶発的な出来事の寄せ集めにすぎないのだから。〈霊感〉は
と言えば、確かに彼はそれを懸命に求めてはいるが、しかしそれを懸命に拒否して
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もいる。［…］彼の頭の中で追憶が鳴り響いているのも、以上のように見てくると、
驚くべきことではないだろう。というのも、〈芸術〉とはそれ自体の源泉でなけれ
ばならないのだから、忌まわしい現実から〈詩〉へと上昇するための最も不純でな
い方法は、他者の作品に導いてもらうことなのだ（17）。
サルトルによれば、マラルメが他者の詩句を流用したのは、歌うべき主題の
枯渇によるものである。よく知られているように、初期のマラルメにとって、
世界は理想と現実に二極化している（18）。歌うべき全ての主題はすでに歌われ
てしまっていた。歌うに値しない主題しか残っていない。マラルメは詩人とし
ての自己を守るために、歌うに値しない主題を歌うことは自分自身に禁じてい
る。それでも詩作によって理想に近づこうとするなら、敬愛する詩人たちが生
み出していた詩句を改竄して詩篇を作るしかない。
しかし、専ら主題の欠如に問題を見出そうとするサルトルの主張には同意し
がたい。マラルメがこの詩篇に「エピローグ」という題を初めて付した 1864
年に視点を置き直してみよう。すると、主題とは別の問題が浮かび上がってく
る。この年、彼が目指していたのは、主題の開拓というよりも、新たな言語の
創造なのだ。同年 10 月 30 日付と推定されるカザリス宛書簡には、こう書か
れている。
僕はと言えば、意を決して作品に取り組んでいるところだ。僕はついに我が「エ
ロディアード」に取りかかったのだ。恐怖を覚えながら。というのも僕は、ある非
常に新しい詩学から必然的に湧出すべき、一個の言語を作り出すのだから。その詩
学を簡潔にこう定義できるだろう。すなわち、事物ではなく
．．．．．．
、事物が生み出す効果
．．．．．．．．．
を描くこと
．．．．．
、というものだ（19）。
この年、彼はずっとポーの「構成の原理」（The Philosophy of Composition）
を読んでいた（20）。効果云々というのはポーのこの作品から引き出したもので
ある。彼がポーから学んだものについて詳細に考察することは本稿の目的から
外れるが、重要なのは、1864 年の時点で彼が考え続けていたのは、他者の詩
句の再生産しかできないような言語を捨てて、新たな詩句を生み出せる一個の
言語を創造することだったということである。書簡に見られるように、彼の真
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の狙いが、詩学の開発と一体となるような、言語そのものの創造に向けられて
いることに注意しよう。ただし、それがどういうものなのか、ここでは何も分
からない。ポーがその土台になっていることだけは確かだが、それ以上のこと
は何も述べられていない。彼はこれ以降もポーを読み続けるのだから、新しい
言語の創造を求める試みは、少なくとも私たちが検討している 1864 年から
1866年までの期間には続いていたものと思われる。
こうした観点から問題の 3 行を読んでみよう。詩人は新しい言語を必要と
している。彼は主題や詩学だけを求めていたのではない。必要なのは未知の詩
句を生み出し得る一個の言語である。彼は詩作の時間である夜を待つ。なぜな
ら、その言語は何らかの詩学から湧出するものなので、実際の詩作の作業を通
してしか創造できないからである。あたりが闇に包まれると、彼は詩句を作ろ
うとする。彼はポー由来の詩学を練り上げることで、詩句の制作を試み、新た
な詩句を生み出す言語そのものの創造を目指す。しかし、無数の詩句を作って
も、どれもこれも他者の模倣まがいの詩句にすぎない。何をどう書いても彼自
身の詩句にならない。彼の頭脳は限界に近づき、詩作は頭脳に墓穴を掘ること
と同じになる。彼の頭脳は徐々に荒廃し、墓地と化していく。頭脳が干からび
るにつれて、これまでに掘った墓穴も再び現れてくる。彼の頭脳はもはや使い
物にならなくなっているのだが、それでも彼はそこに彼自身の新しい言語の創
造を求めて止まない。やがて夜明けとなり、暗い地平線に曙光がわずかに薔薇
のように見え始める。彼は曙光に対して、新たな言語の創造に成功したことを
報告しなければならないのだが、夜の間に作られたものは他者の詩句だけであ
る。彼の頭脳は曙光に怯え、他者の詩句しか書けなかったことを隠蔽するため
に、無数の墓穴を埋めていく。
おわりに
私たちはここまで、マラルメの「苦い休息に倦み果て」の前半部について、
これを彼の初期詩篇に繰り返し見られる倦厭の集大成として位置づけ、注釈を
試みてきた。引用したものも含めて、この詩篇についての先行研究はかなりの
数に上る。私たちが行ってきた読解も、当然ながらそれらに多くを負っている。
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もし本稿における私たちの試みにわずかばかりでも独自性があるとすれば、そ
れは、この詩篇に「エピローグ」という題を付していた時期のマラルメが、未
知の詩句を生み出し得るような一個の新しい言語の開発を目指していたことを
明示し、その問題と関連させながら詩篇の注釈を行ったことに見出されるだろ
う。詩に目覚めた彼は、リセの生徒だった頃から読み続けてきたさまざまな詩
人たちに極度に同化してしまったために、もはや彼自身の詩句と呼び得る詩句
が作れず、模倣まがいの詩句しか生み出せなくなってしまった。未知の詩句を
作ることのできない言語の問題が、こうして彼の前に立ち塞がることになる。
倦厭はこのような言語の問題から生じているのである。まだ誰も見たことも聞
いたこともない詩句を生み出す言語の創造に取り組むよう詩人を急き立てたの
は、この言語の倦厭にほかならない。
注
( 1 ) « Épilogue », Œuvres Complètes I, édition présentée, établie et annotée par Bertrand
Marchal, Gallimard, « Bibliothèque de la Pléiade », 1998, abrégées en OCI, p.109. 本稿
ではマラルメからの引用は全て拙訳を用いる。訳文の作成にあたっては、筑摩書
房版『マラルメ全集』など多くの訳業を参照させていただいた。一部重複するが、
詩篇全体の原文と拙訳は以下の通り（OCI, pp.109-110）。
ÉPILOGUE
Las de l’amer repos où ma paresse offense / Une gloire pour qui jadis j’ai fui
l’enfance / Adorable des bois de roses sous l’azur / Naturel ! et plus las sept fois du
pacte dur / De creuser par veillée une fosse nouvelle / Dans le terrain avare et froid
de ma cervelle, / Fossoyeur sans pitié pour la stérilité, / — Que dire à cette Aurore, ô
Rêves, visité / Par les roses, quand, peur de ses roses livides, / Le vaste cimetière
unira les trous vides ? — / Je veux délaisser l’Art vorace d’un pays / Cruel, et,
souriant aux reproches vieillis / Que me font mes amis, le passé, le génie, / Et ma
lampe qui sait pourtant mon agonie, / Imiter le Chinois au cœur limpide et fin / De
qui l’extase pure est de peindre la fin / Sur ses tasses de neige à la lune ravie / D’une
bizarre fleur qui parfume sa vie / Transparente, la fleur qu’il a sentie, enfant, / Au
filigrane bleu de l’âme se greffant. / Et, la mort telle avec le seul rêve du sage, /
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Serein, je vais choisir un jeune paysage / Que je peindrais encor sur les tasses,
distrait. / Une ligne d’azur mince et pâle serait / Un lac, parmi le ciel de porcelaine
nue, / Un fin croissant perdu par une blanche nue / Trempe sa corne calme en la
glace des eaux, / Non loin de trois grands cils d’émeraude, roseaux.
「エピローグ」
かつて私は、ある栄光のために、自然そのものの青空の下での、／薔薇の生
い茂る愛すべき幼年時代から、逃れ去ったのだった！／我が怠惰は、苦い休
息の中で、この栄光を侮辱しているのだが、私は倦み果てた、／それに、不
毛さに哀れみを覚えることのない墓掘り人となって、／我が脳髄の、何でも
呑み込もうとする冷たい土壌に、／夜な夜な新たな墓穴を一つ掘るとい
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う〈芸術〉を打ち捨てたいと願い、／友人たち、過去、精霊、それに、／我
が断末魔を知っているランプが、／それでも私に加えてくる古めかしい非難
には微苦笑で応えつつ、／澄み切って鋭敏な心を持つ支那人を模倣したいと
思う、／彼の純粋な悦楽とは、心を奪う月の雪のような茶碗の上に／彼の透
明な生命を香り高く包み込んでいる、一輪の奇妙な花、／あれはまだ彼が子
供だった頃のこと、／魂の青い線状細工に接ぎ木されているのを感じたあの
花、／その花の最期を描くことなのだ。／そして、死とは、賢者の唯一の夢
ともども、そのようなものなのだから、／心穏やかに、私は若々しい風景を
一つ選び、／茶碗の上に描くことにしよう、それも無心に。／薄くほのかな
一筋の青は、／無地の磁器がなす天空で、一つの湖となるだろう、／ほっそ
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( 2 ) レオン・セリエとチャールズ・チャドウィックは、この詩篇の制作時期を
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一つである。彼らは、当時の西欧世界の文化的コンテクストに見合う手頃な主題
として、しばしば常套的に倦厭を歌っていた。とりわけロマン派は倦厭と親和性
が高い。しかしながら、「エピローグ」と題されたこの詩篇が、二つの詩選集にお
いて果たした役割をこのように捉え直してみると、彼の初期詩篇に見られる倦厭
を、近代詩に溢れかえっていた紋切り型の一つとして位置づけることはできない
だろう。彼の初期詩篇を特徴づける倦厭は、確かに同時代の文学的風土と無縁で
はないのだが、それと切り離して論じるに値する問題であるように思われる。
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(16) Paul Bénichou, op.cit., p.112.
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(18) 一つ例を挙げると、マラルメは 1863 年 6 月 3 日にカザリスに書簡を送ってい
るのだが、その中で彼は、共通の友人のデ・ゼッサールばかりでなく、ボードレ
ールまで批判し、次のように書いている。「彼［デ・ゼッサール］は〈理想〉を
〈現実〉と混同し過ぎている。現代の某詩人［ボードレール］の愚かな点は、「〈行
動〉は〈夢〉の姉妹ではなかった」などと、悲嘆にくれるところにまで至ってし
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いた、無数の抒情的な優美さとか小奇麗な詩句は追い出して、僕は自分の主題の
中に頑として留まろうと望んだのだから。［…］一つの不協和音もなく、たとえ耳
触りが良くて、人を楽しませるようなものであっても、一つの装飾音もなしに、
産み出された効果
．．．．．．．．
、それこそが僕の求めているものだ。」（Lettre du 7 janvier 1864
adressée à Henri Cazalis, OCI, p.654. C’est Mallarmé qui souligne.）1864年のマラルメ
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